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厚
生
労
働
省
年
金
局
は
令
和
元

年
度
か
ら
新
た
な
年
金
広
報
の
取

組
み
と
し
て
、
「
学
生
と
の
年
金

対
話
集
会
」
を
全
国
各
地
で
開
催

し
て
い
る
。
２
年
度
も
既
に
多
く

の
実
績
（
下
段
囲
み
）
が
あ
り
、

１
月
12

日
に
は
成
城
大
学
の
学
生

13

人
（
２
年
生
、
森
周
子
ゼ
ミ
）

を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
。
こ
の
対
話
集
会
は
、
年
金
局

職
員
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
学

生
に
年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
と
、
学
生
か
ら
の

意
見
を
今
後
の
年
金
行
政
に
活
か

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

同
日
は
、
は
じ
め
に
年
金
局
総

務
課
年
金
広
報
企
画
室
長
の
古
川

弘
剛
さ
ん
が
、
「
わ
た
し
の
年
金

と
み
ん
な
の
年
金
」
と
題
し
て
講

義
。
個
人
と
社
会
―
の
２
つ
の
視

点
か
ら
年
金
制
度
の
役
割
や
仕
組

み
を
説
明
す
る
と
い
っ
た
飽
き
さ

せ
な
い
構
成
に
、
学
生
た
ち
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
る
様
子
が
画
面
越

し
で
も
う
か
が
え
た
。

そ
の
後
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
学
生
と
年
金
局
職
員
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
年

金
局
側
は
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
職
員

が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
学
生
か
ら
の

「
講
義
を
聞
き
、
公
的
年
金
制
度

が
非
常
に
良
く
で
き
た
制
度
だ
と

わ
か
っ
た
」
、
「
第
３
号
被
保
険
者

の
保
険
料
負
担
と
給
付
は
具
体
的

に
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
、
「
定

年
退
職
し
た
後
に
パ
ー
ト
勤
務
し

た
場
合
、
年
金
を
受
給
で
き
る
の

か
」
な
ど
と
の
意
見
や
質
問
に
回

答
し
た
。
若
手
職
員
を
ベ
テ
ラ
ン

職
員
が
優
し
く
フ
ォ
ロ
ー
し
た

り
、
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
り
す
る

場
面
も
見
ら
れ
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
、
学
生
か
ら
は
「
ど
う
し

て
厚
労
省
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
の

か
」
と
い
っ
た
質
問
も
あ
り
、
年

金
局
総
務
課
の
若
手
職
員
で
あ
る

笘
谷
奈
津
子
さ
ん
は
「
子
ど
も
の

貧
困
や
長
時
間
労
働
な
ど
社
会
的

な
課
題
に
関
心
が
あ
り
、
そ
れ
を

根
本
か
ら
解
決
で
き
る
職
場
だ
と

考
え
た
か
ら
」
と
し
て
い
る
。

オンラインで参加する学生ら

年金局職員が年金講義

２グループに分かれてディスカッション

◇

学
生
と
の
年
金
対
話
集
会

成
城
大
学
の
学
生
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

…
若
者
へ
の
年
金
広
報
の
取
組
み
、
年
金
局
職
員
と
意
見
交
換
…

◇
令
和
２
年
度
の
開
催
実
績

・
東
北
大
学

・
帝
京
大
学

・
熊
本
大
学

・
福
岡
大
学

・
愛
知
県
立
大
学

・
高
崎
経
済
大
学

・
東
北
公
益
文
科
大
学

　

※ 

帝
京
大
学
を
除
き
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催


